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１１月１１日（火）、くにみ幼稚園において第４回国見学園コミュニティ・
スクール委員会が開催されました。
保育参観と地域学校協働本部事業の報告を受けた後、（株）先生の幸せ研究所コンサ

ルタントの大野大輔様から助言をいただきながら、「教職員の働き方改革を前進させる
ために！私にできることは何だろうか？」をテーマに５つのグループに分かれて熟議が
行われました。

＜熟議で出された考え＞（一部抜粋）

学校等で使用する資材
の提供（物を集める時
間の節約）

学習支援（総合的な学
習の時間等）

先生方が地域に望んで
いることを知り、その
実現のために改革意識
を持って取り組むこと
が大切である。

働き方改革の取組
を多くの人に知っ
ていただくために、
様々な場面で話題
にすること

＜熟議の様子＞

学校の業務、先生
方の大変な事情に
ついて知ること

人材ネットワーク
の提供

行事やイベントの支援

週予定表等の組み換え

校内清掃の回数削減

学校行事の精選

部活動地域展開の推進

体験活動の場の提供

校内清掃の手伝い

放課後の学びサポ
ート

授業改革への指導・助言

＜各班からの発表＞

部活動・クラブ活動の
サポート

教職員の働き方改革を前進させるために！
私にできることは何だろうか？



熟議の後、先生の幸せ研究所の大野大輔様からあらためて指導・助言をいただきまし
た。

＜学校と地域が互いにメリットを実感できる持続可能な取組へ＞

○ 働き方改革に地域総出で取り組んで
くれていることに対して、やはり学校
は応えていかなければならない。

〇 地域が学校のためにしてあげる矢印と学校
が地域のためにしてあげる矢印はとても大事
であるが、もっと大切な上位概念があると思
う。お互いにWin-Winであること、お互い
にメリットがあって、それが実感できると持
続可能になると思う。２方向の矢印だけだと
いずれきつくなってしまう。どうやって循環
型にしていくかが大切である。

＜地域の方と学校の先生が一緒に話す場を＞

〇 「地域の方と学校の先生が共に話す場があると物事の進み方が速い。」
と思っている。学校の年間計画（カリキュラム）を見ながら、地域の方
が、例えば「計画のこの部分で、出前授業として餅つき名人を連れて来
れるよ。」とか「〇〇さんに言えば出来そうだよ。」みたいに、年間計画
を見ながら一緒に授業づくりができる。年間計画というストーリーの中
に出前授業を取り込んでいけると、よりプロジェクト化され探究として
の質が高まる。

＜地域がひとつの教室になっていくと・・＞

〇 地 域の 中 に は 様々 な人的 ・物的資源 があ
る 。 それ を駆使 で き るのが Ｃ Ｓ 委 員会 のひ
と つ の価 値であ る 。 地域が ひ と つ の教 室に
な っ てい くイメ ー ジ 、国見 町 が ひ とつ の教
室 に なっ ていて 、 そ の境目 が な く なり 、色
々 な 方の マッチ ン グ が起き て 、 地 域課 題な
ど も 子ど もたち と 一 緒に解 決 し て いけ るの
で は ない か。こ れ が 本当の 意 味 で 実現 でき
て い る町 はほと ん ど ないが 、 国 見 町な らで
きると感じながら皆さんの話をきいていた。


